
フローティングスクール学習（フローティングスクールに関わる単元）
①子どもたちから湧き上がってくる疑問や関心に基づいて自ら課題を見つける。
②子どもたちが、探究的な学習のよさを理解し、「楽しい」と感じる。
③まとめ・表現し、新たな課題を見つけ、さらなる問題解決を始める。
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滋賀県立びわ湖フローティングスクール
～みずうみに学んで世界の明日をひらく人～～みずうみに学んで世界の明日をひらく人～
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確認し合いながらの学習

交流ボードの活用

「考えるための技法」= 順序付ける、比較する、関連付ける、多面的に見る、多角的に見る、
理由づける、見通す、具体化する、抽象化する、構造化する

ウォークラリー

プランクトン採取

【乗船までの学習】 【乗船後の学習】

・寄港地活動
・湖の子の夕べ
・学習のまとめ・ふりかえり）

・湖水や生き物の観察・実験
・展望活動
・ウォークラリー
・滋賀県産の食材を使った食事

・船内生活 ・避難訓練
・集団宿泊体験
・再生可能エネルギー（ＢＤＦ）
の利用

フローティングスクール乗船時における学び
①五感をとおした学びと、学びにおける「感動」
②「協働的な学び」の充実
③学校での学習との間につながりがある活動
④新たな発見や新たな疑問が生まれる工夫

ＦＳのサポート ＦＳのサポート

【乗船中の学習】 探究的な学びを支える、「本物体験」「感動体験」「協働体験」

展望活動
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